
　　　　　 （令和６年８月期）

情報連絡員 30名
回 答 者 数 30名

１　主要３指標DI値推移

（３）業界景況

情報連絡員報告

全体概況
ＤＩ値は、前月と比較して、売上高は１０ポイント改善、収益状況は１７ポイント低
下、業界景況は６ポイント改善となった。

（１）売上高

（２）収益状況
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２　前年同月比の業種別景気動向
（ＤＩ値）

売上高 収益状況 業界景況

食料品
→ ↓ →

木材・木製品
↓ ↓ ↓

出版・印刷
↓ ↓ ↓

窯業・土石
↑ ↑ ↓

鉄鋼・金属
↓ → →

卸売
↓ ↓ ↓

小売
→ ↓ ↓

商店街
→ ↓ →

サービス
→ ↓ ↘

建設
↘ ↓ →

運輸
→ ↓ ↓

(３０以上) （１０～３０未満） （△１０～１０未満）（△３０～△１０未満） （△３０未満）

※ＤＩ値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／調査対象組合数］×１００
※網掛けについては、特に悪化した項目

製造業

非製造業

↑ ↗ → ↘ ↓



報告者名 宮崎県中小企業団体中央会
報告年月 令和６年８月

集計上の分類業種
具体的な業種

（産業分類細分類相当）
組合等及び組合員の業況等（景況の変化とその原因・現状等、企業経営・業界での問題点）

木材・木製品 製材業
物価が高くなっているため待遇改善を進めていきたいが、業界全体が需要の停滞に
より、業績は昨年より悪くなりそうである。

木材・木製品 製材業（プレカット）

８月の加工坪数はいくらか改善し４月並みに戻るも前年比では６４％と低水準、昨
年７月が比較的良かったせいもあるがやはり低調であった。夏季休暇や地震・台風
などで稼働日数も短かったことも要因の一つではある。９月も好調になる雰囲気は
今のところはない。いくらか非住宅の計画があることや例年であれば業界の繁忙期
に入ることを考慮すると、改善していく傾向かとは思われるが、前年比として考え
ると引き続き今年度全体としても低調に進むのではないだろうか。

木材・木製品 木製品製造業
原材料価格の高騰、その他の経費の上昇に加え、最低賃金の引き上げによる人件費
の増加など、中小企業にとってはかなり厳しい状況に向かっている。

印刷 印刷・同関連業
ここに至って、さらに原材料費が値上がりしてきた。最低賃金の上昇とインフレ等
による影響かと思う。なかなか価格転嫁ができない状況で、今後の事業運営が厳し
くなりそうだ。

印刷 印刷・同関連業
業界的に閑散期である７、８月が過ぎ、年末に向けて受注が上がってくる時期を迎
え期待している。今年は春先からなかなか売上が上がらなかった事業所が多く、こ
こからの時期に落ち込み分を取り戻せるように準備している。

窯業・土石製品 窯業・土石製品製造業

８月出荷数量昨年同月比１４３％、今年度累計出荷量では昨年対比９７％となっ
た。大手各社セメントメーカーが来年４月からの値上げを発表し、骨材・混和剤
メーカーからも値上の情報が入っている。原材料価格の上昇傾向は変わらず、組合
員にとって厳しい経営状況が続く。

小売業 機械器具小売業

７月～８月は中古車競売価格が過去最高値を記録した。これは自動車メーカーの認
証不正問題の影響で新車販売が滞り、中古車市場でも車両不足となっていることが
大きく影響している。買い替えが進まず、中古車の供給も絞られる結果となってい
るためだ。また、７月までは長期的な円安・ドル高基調にあり、輸出向けの需要が
堅調に推移して需給も引き締まった。少ない中古車の仕入は、少ないが故の価格高
騰で、我々の組合員は仕入が難しいと口にする。仕入れたくても高くて買えない現
状が、結果、中古車の在庫減に繋がり、顧客に販売する車の確保も難しくなり、集
客も難しくなり、車が売れないという事態になった。８月は新車販売が２ヶ月ぶり
に前年割れとなった。台風１０号によって新車ディーラーが営業停止を余儀なくさ
れたことが登録・届け出に響いたとみられる。新車販売は顕著に中古車の下取りに
も大きな影響を及ぼし、更なる中古車の「タマ不足」に繋がる。中古車業界はしば
らく厳しい状況が続く。

小売業 石油販売業
地震の後や台風接近前に給油客が殺到し、混乱した。災害発生時には、数量限定給
油や休業するところもあるので、安心のためにも日頃から余裕を持った給油をお願
いしたい。

小売業 ＬＰｶﾞｽ小売販売業

８月合成ＣＰ価格(サウジ通告価格)は５８５.０㌦/㌧(前月比＋５㌦/㌧)。７月Ｍ
Ｂ価格(米国産平均価格)＋(物流経費８７㌦/㌧)は５０３㌦/ﾄﾝ(前月比＋２１㌦/
㌧)。対顧客電信売相場(７月平均)は１５９.１６円/㌦(前月比＋０.２７円/㌦)。
中東の地政学リスクの後退への期待、中国の景気先行き懸念等の要因により原油価
格は前月比で下落。ＬＰＧ価格は前月価格の据え置きと予想されていたが、ＣＰ及
びＭＢ価格ともに微増となった。

商店街 宮崎市 ８月は地震、猛暑、台風、物価高の影響で、消費意欲の低下が顕著であった。

商店街 都城市

前半は天気などに恵まれ、暑い中ではあるがイベント等は人出が多かった。後半に
なり地震と台風の影響が少なからず出ていた。地震の直接の被害などは少なく済ん
だが、その後の駆け込み需要が一気にあがり、生活備品など品薄が続いていた。そ
の後の大型台風の接近でますます品薄が続いた。災害に振り回された月であった。

サービス業 観光業
閑散期の８月は、組合員各々で勉強会を行った。春シーズンの反省会も行い、新施
設や道路などについてみんなで情報交換をし、活気のある有意義な会議となった。

サービス業 自動車整備業 今月の入庫台数は前年比並み。ただ、全く組合利用なしの組合員もいた。

情報連絡一覧票

製
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報告者名 宮崎県中小企業団体中央会
報告年月 令和６年８月

集計上の分類業種
具体的な業種

（産業分類細分類相当）
組合等及び組合員の業況等（景況の変化とその原因・現状等、企業経営・業界での問題点）

情報連絡一覧票

サービス業 自動車運転代行業
８月は地震と台風の影響で、人出の減少及び営業日数の減少で売上、収益ともに目
減りした。

建設業 管工事業 公共工事（管工事）の受注状況は順調である。

建設業 管工事業
公共工事は順調に発注されているが、民間工事における住宅着工件数が落ち込んで
いる。

運輸業 軽貨物運送業

８月度は宅配関係は２０２４問題の為極力少なめで受注している。後半にかけて台
風災害の物資輸送を頻繁に受注することで活気があったが、組合員不足と高齢化の
影響で、素早く対応できないことが多く配車に苦労していた。燃料関係は相変わら
ず高止まりのまま推移しており、組合員の経営を圧迫しているのが現状だ。高齢及
び病気で廃業する組合員が徐々に出始めてきたので、増員対策に苦慮しながらの組
合運営である。

運輸業 貨物運送業

原油価格は、中国の需要懸念や米国の景気先行き不安が大きな下落材料となってい
ることや、今後更なる下落可能性を見込んだムードが続き、しばらくは軟調に推移
するようであるが、その分燃料油価格激変緩和措置の補助金額は減額されると予想
され、国内燃料価格は小幅に上昇すると思われており、組合員には閉塞感が漂って
いる。
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製
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